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【結果】胸部・横隔膜通過部・腹部の RI は、妊娠 18 週の 0.84±0.05、0.79±0.04、0.76±0.05 から 40 週
の 0.85±0.03、0.81±0.02、0.73±0.05 へと明らかな変化はみられなかったが、Vmax（cm/秒）は、妊娠 18 週
の 69±11、58±10、49±8 から 41 週ではそれぞれ 134±13、112±18、92±12 へと有意な増加を示した。一



















 大阪市立大学附属病院で管理した妊娠 18 週から 41 週までの正常単胎胎児 551 例を対象とした 
cross-sectional study により、胎児下行大動脈の胸部、横隔膜通過部、腹部にて得た血流速度波形より RI お
よび Vmax の変化について解析している。 
 その結果、胸部、横隔膜通過部、腹部の RI は、妊娠 18 週の 0.84±0.05、0.79±0.04、0.76±0.05 から 40 
週の 0.85±0.03、0.81±0. 2、0.73±0.05へと明らかな変化は示さなかったが、Vmax は、妊娠 18 週の 69
±11、58±10、49±8（cm/秒）から 41 週ではそれぞれ 134±13、112±18、92±12（cm/秒）へと有意な増加





 以上の研究成果は、胎児下行大動脈血流の妊娠に伴う変化と sampling point の違いによる影響を詳細に分
析したものであり、胎児診断学において新たな知見を与えるものである。よって著者は博士（医学）の学位を
授与されるに値するものと判定された。 
 
